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論文題目：Analysis of the CT scan-induced human chromosome aberration 

CT スキャンにより誘発されるヒト染色体異常の解析 

 

審査結果要旨：本研究は、CT 検査による染色体異常の誘導を検証するため、CT 検査前後の

末梢血リンパ球における不安定型染色体異常（二動原体染色体；Dic）および安定型染色体

異常（染色体転座）を比較したものである。末梢血リンパ球における Dic 頻度は CT 検査前

に比べ１回の CT 検査後に全ての患者で増加していたことから、１回の CT 検査により Dic

頻度が増加することが明らかとなった。Dic 解析では 2,000 メタフェースの解析でギムザ

染色法と Centromere-FISH 法の両解析法において Dic 増加量が相関したことから、低線量

被ばくの場合には 2,000 メタフェース以上の解析が必要であることが示唆された。さらに、

Centromere-FISH 法はギムザ染色法に比べて Dic 検出精度が優れていた。一方、染色体ペ

インティング法を用いた染色体転座解析においては、1回の CT 前後では有意な転座数の増

加は認められなかった。本研究結果から、1回の CT スキャンによって染色体切断が誘発さ

れることが示唆されたが、染色体転座の有意な増加は認められなかったことから、CT スキ

ャンによる放射線被ばくの発がんへの寄与は小さいものと考えられる。  

以上により、学位論文は系統的に構成されており、申請者が主体的に研究を行ったこと

が確認されたことから、本論文は博士(保健学)の学位論文に値すると認められた。 
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試験の結果は    合  格  ・  不 合 格   と判定する。 
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